
桑

報

葉

報

（
理
事
曾
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
二
十
五
日
午
店
一
時
よ
り
大
谷
大
型
曾
議
室
に
於

て
理
事
舎
が
閲
か
れ
た
。
こ
の
曾
合
で
は
、
第
三
回
大
曾
の
お
り
一
懸
の

了
解
を
得
て
い
た

第
四
回
大
曾
開
催
の
場
所
を
高
田
波
本
山
に
依
頼
す
る
件

に
就
き
、
正
式
に
高
旧
汲
よ
り
承
諾
の
御
返
併
を
受
け
る
と
と
も
に
、
大

舎
の
賀
行
案
に
就
い
て
、
特
に
高
川
波
の
迎
事
と
の
問
に
協
議
打
合
せ
が

な
さ
れ
た
。

（
理
事
曾
）

四
月
二
十
五
日
午
后
一
時
よ
り
大
谷
大
事
合
同
議
室
で
本
年
度
第
二
回
目

の
理
事
曾
が
閲
か
れ
た
。
こ
の
曾
合
で
は
、
一
月
の
盟
事
曾
の
協
議
に
も

と
づ
い
て
両
日
源
開
係
役
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
第
四
回
大
曾
賀
行
の
兵
髄

案
に
つ
き
、
主
と
し
て
次
の
と
と
き
こ
と
が
議
題
と
し
て
討
議
さ
れ
た
。

ー
、
研
究
明
叫
表
者
の
員
数
及
び
そ
の
詮
衡
方
法
に
就
て
。

2
、
法
貨
物
展
観
出
品
物
に
就
て

3
、
大
曾
参
加
賀
に
就
て

4
、
座
談
合
開
催
に
就
て

一
一
二
六

（
司
の
件
に
就
て
は
、
場
所
及
び
時
間
の
制
約
等
の
貼
ぞ
配
慮
し
て
、
特
に

今
回
は
妥
表
者
の
人
数
も
十
名
に
限
る
こ
と
に
し
、
そ
の
詮
衡
万
法
も

理
事
舎
に
一
任
し
て
い
た
「
く
こ
と
に
な
っ
た
。

小
ノ
に
就
て
は
、
一
品
川
派
役
員
よ
り
「
数
行
信
設
一
関
係
の
も
の
と
員
仰
上

人
闘
係
の
も
の
を
民
湖
に
供
し
た
い
と
の
巾
出
で
が
ゐ
り
、
御
一
任
市

上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③
の
件
に
就
て
は
、
合
員
の
参
加
費
と
一
般
参
加
者
と
に
差
額
を
つ
け
て

は
と
の
意
見
が
出
て
、
熟
議
の
上
合
同
員
と
撃
生
は
前
回
通
り
（
百
園
と

五
十
回
の
初
ム
口
）
一
般
参
加
者
は
百
五
十
固
い
た
可
く
こ
と
に
な
っ
た

⑦
は
、
今
回
の
新
し
い
誠
み
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
を
催
す
議
案
が
提

出
さ
れ
、
主
題
及
び
時
間
等
に
就
て
熟
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
決
定

さ
れ
た
。
（
主
題
、
）
数
行
信
殺
後
序
に
就
て
（
時
間
、
）
二
十
五
日
午

前
十
時
よ
り
十
一
時
半
迄
（
其
の
他
、
〉
今
度
の
大
帝
聞
か
ら
、
大
曾
形

態
も
外
形
的
商
よ
り
も
内
的
質
的
な
だ
貫
を
期
す
る
よ
う
に
と
り
行
う

と
い
う
こ
と
が
巾
合
は
さ
れ
た
。

（
小
委
員
曾
）

一
月
及
び
四
月
の
理
事
舎
の
後
遺
宣
に
小
委
員
舎
が
関
か
れ
、
大
曾
準



婦
の
う
ち
特
に
事
務
的
な
耐
に
就
て
の
打
合
せ
が
な
さ
れ
た

届
四
宗
連
合
皐
曾
第
四
回
大
禽
記
要

一
昨
守
年
、
第
一
同
大
合
を
高
川
山
専
修
寺
で
開
催
し
た
常
連
合
間
半
舎

は
、
一
昨
平
は
西
本
願
手
、
昨
年
ば
京
本
願
寺
で
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
同
・

第
三
日
の
大
命
刊
を
開
い
た
が
、
本
市
ば
再
び
高
田
山
専
修
十
寸
で
、
そ
の
第

四
回
大
舎
を
催
す
こ
と
》
な
っ
た
。

大
舎
前
日
の
五
月
け
五
日
午
後
か
ら
、
名
畑
熔
順
理
事
長
を
は
じ
め
、

役
員
あ
い
つ
い
で
参
集
、
法
主
況
下
の
特
別
の
お
ぼ
し
め
し
に
よ
り
、
大

品
目
役
員
お
よ
び
遠
来
の
結
城
令
聞
・
多
屋
頼
俊
両
博
士
の
ほ
か
、
多
数
の

東
西
翠
匠
に
法
賓
物
の
内
拝
が
ゆ
る
さ
れ
た
。

一
同
は
休
抽
出
所
に
あ
て
ら
れ
た
賜
春
館
北
の
聞
で
少
憩
の
後
、
午
后
六

時
か
ら
御
封
函
所
で
懇
親
曾
が
関
か
れ
た
。
出
席
者
は
コ
一
十
四
名
、
高
田

派
法
主
狽
下
・
同
法
制
殿
、
木
透
派
法
主
木
透
孝
慈
税
下
も
御
臨
席
に
な

っ
た
。
川
瀬
和
敬
理
事
の
司
曾
で
、
誓
山
信
暁
宗
務
総
長
の
挨
拶
、
高
旧

派
法
主
狽
下
の
御
岡
山
際
が
あ
り
、
酒
杯
の
献
酬
が
進
む
に
つ
れ
て
談
論
風

設
、
和
気
堂
に
満
ち
、
午
后
八
時
過
、
和
や
か
な
曾
合
を
終
り
、
っ
す
い

て
付
書
院
で
役
員
舎
を
開
き
、
種
々
の
案
件
を
協
議
し
て
、
九
時
三
十
分

散
曾
し
た
。

大
曾
蛍
日
の
廿
六
日
は
朝
か
ら
快
晴
、
前
夜
本
山
ひ
ざ
も
と
に
宿
泊
の

合
員
一
一
同
は
、
な
り
ひ
可
く
発
俸
の
聾
と
共
に
如
来
堂
に
参
集
、
長
朝
の

法
要
に
あ
い
、
つ
い
で
御
影
堂
に
参
詣
、
そ
の
後
食
堂
で
「
高
田
山
」
と

集

報

黒
字
で
岩
田
か
れ
た
山
本
流
朱
時
間
に
よ
る
朝
食
を
い
た
＼
い
て
、
線
の
色
深
い

庭
附
を
散
歩
し
、
有
名
な
安
幣
庵
茶
室
に
入
っ
て
、
宗
旦
古
流
宗
家
、
数

子
肢
の
仰
鮎
前
で
、
抹
茶
を
い
た
、
、
い
た
。

〔
討
論
禽
リ

（

ソ

J

J

J

ポ
ツ
リ
ム
）

午
前
九
時
二
十
分
か
ら
、
大
講
堂
で
、
台
畑
同
士
司
舎
の
下
に
い
よ
い

よ
大
合
の
本
コ

1
ス
に
入
っ
た
。
最
初
に
本
合
同
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
形
式
が
採
上
げ
ら
れ
、
主
題
は
「
数
行
信
詮
』
後

序
を
中
心
と
す
る
こ
と
〉
し
た
。
初
め
に
司
禽
の
名
畑
博
士
に
よ
っ
て
後

序
の
本
文
の
朗
議
が
な
さ
れ
、
次
で
宮
崎
闘
遵
同
士
に
よ
る
歴
史
の
面
か

ら
す
る
既
往
の
研
究
の
概
請
が
あ
っ
て
、
宕
閏
繁
一
二
・
日
野
環
・
石
田
充

之
・
生
桑
完
明
治
氏
の
考
古
口
が
あ
り
、
次
に
稲
葉
秀
賢
数
授
に
よ
る
教
義

面
か
ら
す
る
問
題
黙
の
指
摘
が
あ
っ
て
、
松
野
純
孝
・
佐
々
木
徹
真
・
立

花
浮
見
・
日
野
茂
・
石
川
充
之
・
結
城
令
聞
・
石
田
瑞
麿
・
稲
葉
秀
賢
・

森
脇
一
掬
・
藤
島
達
朗
諸
民
の
護
一
言
が
あ
り
、
論
議
は
正
に
高
潮
に
達
し

た
が
、
惜
し
く
も
橡
定
時
間
と
怠
っ
て
十
時
五
十
分
に
打
切
ら
れ
た
。

本
大
舎
に
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
万
法
が
採
捧
さ
れ
た
の
は
、
高
田
派

法
主
税
下
の
夜
案
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
効
果
は
頗
る
大
で
、
侍
聞

が
足
り
な
い
程
で
あ
っ
た
。

円
曾
員
線
曾
〕

引
績
、
去
、
別
室
で
奥
お
4

A

河
川
み
で
問
主
、
次
朗
理
事
長
を
定
め
た
上
、
十
一
時

か
ら
終
舎
が
凶
か
に
、
佐
藤
哲
英
理
事
の
閲
曾
の
辞
が
あ
っ
て
、
名
畑
理

一
三
七



葉

報

事
長
の
調
整
で
嘆
悌
偏
・
念
悌
・
廻
向
の
勤
行
が
あ
り
、
理
事
長
の
挨
拶

高
田
派
法
主
税
下
の
御
祝
辞
に
つ
い
で
、
議
長
の
推
撃
が
ゐ
り
、
生
桑
理

事
が
議
長
席
に
つ
い
て
議
事
を
進
行
し
た
。

ま
づ
稲
葉
理
事
か
ら
、
経
過
報
告
が
あ
っ
て
後
、

（
第
二
次
期
理
事
長
の
件
、

大
江
浮
誠
博
士
を
推
翠
す
る
こ
と
を
承
認
。

（
第
一
一
）
本
舎
の
披
充
謎
肢
に
関
す
る
件
、

役
員
及
曾
員
奉
っ
て
こ
れ
が
淫
成
を
期
す
る
事
に
一
致
。

（
第
一
二
）
次
回
開
催
地
の
件
、

悌
光
寺
を
品
目
場
と
す
る
こ
と
に
決
定
。

か
く
て
藤
島
浬
事
の
関
舎
の
辞
を
以
て
総
曾
を
終
っ
た
。

重
食
後
、
曾
員
一
同
両
笠
参
拝
、
御
影
堂
で
は
維
那
玉
樹
呉
梁
評
議
員

の
奉
仕
で
、
聖
人
員
影
の
臨
時
開
扉
が
行
わ
れ
、
向
日
押
の
階
段
で
記
念
撮

影
の
後
、
賜
春
館
で
末
尾
記
載
の
法
質
物
（
解
説
、
生
桑
完
明
理
事
執

筆
）
を
拝
観
し
た
。

〔
研
究
設
表
〕

午
日
一
時
三
十
分
か
ら
山
内
び
大
講
堂
で
、
宮
崎
凶
遵
・
佐
々
木
求
己
・

森
脇
一
掬
三
氏
の
司
舎
の
下
に
、
左
記
研
究
開
伐
表
が
行
わ
れ
、
前
堂
静
聴

五
分
間
づ
、
の
質
問
も
一
仙
波
に
際
谷
せ
ら
れ
、
橡
定
よ
り
お
く
れ
て
四
時

五
十
分
に
よ
う
や
く
彩

f
、
卒
必
九
日
〈
評
議
以
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
設

表
論
文
は
本
一
必
掲
載
の
述
内
で
あ
る
が
、
論
刷
出
と
滋
表
者
を
摘
記
す
れ
ば

一
三
八

次
の
如
く
で
あ
る
。

マ
四
種
三
味
の
本
隼
に
つ
い
て

マ
行
信
両
巻
の
見
方

マ
非
借
非
俗
の
賓
践
的
意
義

マ
真
宗
に
於
げ
る
侍
統
の
本
質

マ

大

小

一

授

北

西

マ

五

念

五

正

の

関

係

小

島

叡

成

V
真

宗

信

者

の

祉

帝

間

的

態

度

西

光

義

倣

マ
親
驚
研
究
に
於
げ
る
時
代
超
時
代
同
契
機
の
分
析
二
葉
憲
香

マ
大
谷
派
に
お
け
る
異
安
心
調
理
の
方
法
松
谷
了
玄

マ

造

感

無

碍

者

と

親

鷺

松

野

純

孝

石
田
瑞
麿

大
江
淳
誠

川
瀬
和
敬

禿

諦

住弘

研
究
設
表
終
了
の
後
、
別
室
で
役
員
曾
が
関
か
れ
、

三
輯
編
集
に
闘
す
る
打
合
せ
を
行
っ
た
。

「
同
県
宗
研
究
」
第

東
は
東
京
か
ら
西
は
佐
賀
に
わ
た
る
全
倒
的
な
参
曾
者
を
伺
棚
田
植
し
た
盛

大
な
第
四
回
大
曾
は
、
こ
、
、
に
そ
の
幕
を
と
ぢ
、
関
係
諸
一
一
同
伶
悦
禁
じ

難
い
も
の
が
あ
っ
た
。

な
お
品
川
日
参
加
の
合
同
H
に
は
、
記
念
品
と
し
て
、
専
修
寺
所
蔵
「
数
行

設
文
類
」
輸
相
序
の
交
の
波
瑠
版
一
葉
（
解
説
付
）
が
贈
ら
れ
、
ま
た
特
別

拝
観
の
し
お
り
と
し
て
、
「
専
修
十
寸
法
貨
物
解
説
し
そ
の
他
一
問
先
護
士
ぷ

要
項
」
「
高
川
本
山
境
内
略
図
」
等
が
配
ら
れ
た
。



円
展
観
法
賓
物
〕

教
行
信
畿
の
部

〔
一
〕
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
〔
鎌
合
時
代
写
本
〕
六
冊

本
窓
口
は
、
関
山
親
驚
聖
人
撰
述
巾
の
根
本
型
典
と
し
て
、
本
宗
の
内
外
か

ら
あ
お
が
れ
て
お
り
、
真
宗
の
要
義
を
網
羅
し
て
お
る
近
来
そ
の
成
立

に
つ
い
て
、
種
々
論
議
が
く
り
か
え
さ
れ
て
お
る
。
聖
人
の
幾
多
の
撰
述

中
に
あ
っ
て
、
木
古
田
の
奥
書
の
な
い
の
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
、
論
議
の

お
こ
る
の
も
徐
儀
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
筆
本
と
し
て
現
存
す
る
唯
一

の
も
の
は
、
東
本
願
寺
現
蔵
の
、
い
わ
ゆ
る
「
草
稿
本
」
で
あ
る
。
聖
人

七
十
五
歳
の
時
、
骨
時
蓮
に
本
書
の
見
写
を
ゆ
る
さ
れ
た
記
録
と
、
そ
の
系

統
の
版
本
は
あ
る
が
、
原
本
は
の
こ
っ
て
い
な
い
。
い
ま
本
山
に
侍
来
す

る
「
数
行
設
」
は
「
清
書
本
」
「
同
県
筆
本
」
「
高
田
本
」
な
ど
と
稽
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
聖
人
八
十
三
歳
の
時
、
専
信
に
見
写
を
ゆ
る
さ
れ

た
も
の
と
確
認
さ
れ
た
。
専
信
の
手
写
本
は
、
「
草
稿
本
」
に
次
ぐ
貴
重

な
存
在
と
し
て
特
に
重
ん
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
書
は
鳥
の
子
を

使
い
、
山
工
業
に
七
行
、
縦
九
寸
二
分
横
七
寸
一
分
、
袋
綴
に
な
っ
て
い
る
。

「
数
交
類
」
「
信
文
類
」
「
異
悌
土
交
類
」
の
巻
尾
に
、
別
筆
（
穎
智
上

人
員
筆
）
で
「
親
鷺
御
入
滅
、
弘
長
二
歳
壬
戊
十
一
月
竹
八
日
午
時
、
御

歳
九
十
歳
也
、
同
廿
九
日
午
時
、
専
信
（
遠
江
園
池
田
往
信
）
顕
智
（
下

野
園
高
田
住
抽
出
）
御
舎
利
蔵
翠
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。
師
父
故
忍
明
が

繋

報

費
出
陣
で
夜
見
し
た
目
録
に
よ
り
、
「
化
身

t
？
父
類
」
の
一
忠
世
田
唱
に
は
、
前
記

の
識
M
M
と
廿
八
に
、
そ
の
次
前
に
全
日
写
年
時
を
認
し
た
「
以
彼
六
岱
草
木
写

来
日
之
、
筆
師
専
行
川
之
、
は
長
七
歳
乙
卯
六
月
什
二
日
午
時
明
書
之
一
と
い

う
筆
者
の
奥
書
が
あ
っ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
u

〔
ニ
〕
顕
浄
土
真
実
数
行
謹
文
細
川
〔
室
町
時
代
写
本
〕
入
附

本
書
は
、
昨
年
賓
庫
の
一
部
を
整
問
中
に
務
見
さ
れ
た
写
本
で
、
「
信

文
類
」
「
化
身
土
文
類
」
が
い
ず
れ
も
本
末
に
分
れ
て
い
る
も
の
で
、
縦

八
寸
五
分
、
横
六
寸
五
分
袋
絞
の
八
附
本
で
あ
る
。
室
町
時
代
末
期
の
も

の
と
想
定
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
禾
詳
で
あ
る
。
半
葉
六
行
で
、
一
行
十
七

字
、
そ
れ
に
反
黙
迭
仮
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
「
穎
浄
土
真
貫

教
行
詮
文
類
」
六
末
の
ね
せ
尾
に
、
正
態
四
年
開
板
の
政
文
が
写
さ
れ
て
い

る
の
は
、
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
「
数
行
詮
」
の
占
版
本
と
し
て
は

従
来
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
も
の
で
、
寛
永
版
（
十
二
一
年
｜
一
六
三
六
）

正
保
版
（
三
年
｜
一
六
四
六
）
明
勝
版
（
二
一
年

l
一
六
五
七
）
寛
文
版

（
十
三
年
｜
一
六
七
三
）
が
数
え
ら
れ
る
。
然
る
に
正
幅
四
四
年
（
一
二
九

一
）
に
、
も
し
開
板
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
寛
永
版
よ
り
も
三
百
四
十

六
年
前
の
開
板
で
あ
り
、
聖
人
の
滅
（
一
二
六
二
）
後
、
三
十
年
目
に
早

く
も
開
板
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
真
宗
に
お
い
て
の
聖
典
流
布
史

上
、
き
わ
め
て
め
ず
ら
し
い
新
事
買
を
知
る
わ
け
に
な
る
が
、
果
し
て
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
訟
に
、
欧
文
を
縛
載
す
る
。
（
加
貼
は
略
す
る
）

今
此
数
行
読
者
、
組
師
親
驚
法
師
選
述
也
。
立
章
於
六
篇
、
調
巻
於
六

輔
、
皆
引
経
論
異
文
、
各
備
往
生
潤
色
。
誠
是
真
宗
紹
隆
之
鴻
基
、
賞

一
三
九



集

報

教
流
布
之
淵
源
、
末
世
相
態
之
目
足
、
印
往
安
祭
之
指
南
也
。

而
去
弘
安
第
六
勝
歳
次
突
未
春
二
月
二
日
、
彼
親
融
局
自
筆
本
一
部
六
谷

従
先
師
性
信
法
師
所
、
ム
ロ
相
停
畢
。

団
地
報
悌
恩
、
欲
企
開
板
於
常
時
侍
弘
通
於
返
代
之
刻
、
有
度
々
砂
一
想
之

告
失
干
時
正
懸
第
三
天
歳
次
庚
寅
冬
臓
月
十
八
日
夜
寅
脳
、
夢
云
、
常
副
将

軍
相
州
大
守
卒
朝
臣
乳
父
一
ゃ
だ
金
吾
禅
門
、
法
名
果
園
、
屈
詩
七
口
調
押

侶
、
被
書
写
大
般
若
経
。
彼
人
数
内
被
加
於
性
潟
、
而
奉
書
写
真
文
車
。

愛
、
白
馬
一
疋
金
銭
一
裏
令
布
施
之
、
資
而
夢
旧
国
畢
。
同
四
年
正
月
八

日
夜
、
夢
云
首
相
州
息
見
年
齢
十
二
三
許
章
子
、
来
而
令
正
坐
於
性
海

之
膝
上
、
究
而
夢
健
長
。

同
廿
四
日
夜
、
夢
云
、
先
耐
性
信
法
師
化
現
而
一
五
、
「
数
行
詮
開
校
之

時
者
、
奉
嫡
子
細
於
卒
左
金
吾
潤
門
、
可
刻
彫
也
」
昔
日
日
乃
去
、
費
而

夢
催
準
。

同
二
月
十
二
日
夜
、
前
町
二
ア
一
、
有
二
入
信
、
而
持
五
業
貞
松
一
本
松
子
一

筒
、
来
奥
於
性
潟
、
質
而
砂
制
限
録
。

依
上
来
夢
想
、
街
案
一
事
起
、
倒
冊
目
数
感
際
之
先
兆
、
宣
（
衆
誇
誠
之
嘉
瑞

也
。
若
爾
者
、
機
総
時
五
弘
治
成
就
弁
敗
。
の
奉
納
子
制
於
金
五
日
櫛

門
、
印
既
蒙
腿
許
、
而
所
ん
μ
開
板
也
ω

然
、
此
木
者
、
以
親
域
自
筆
御

本
、
ん
け
校
九
日
、
令
成
印
板
私
有
也
。
庶
幾
、
後
開
勿
令
加
減
於
字
貼
突
。

本
一
五
千
時
、
正
惚
同
町
五
月
灼
之
、
日
八
月
上
旬
移
功
感
。

し
か
る
に
、
い
ま
こ
の
符
本
は
、
版
本
を
氏
本
と
し
て
書
潟
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
氏
本
と
し
た
版
本
は
版
本
の
加
熱
の
ま
、
を
使
っ
た
も

一四
O

の
か
、
或
は
加
貼
を
省
い
て
白
文
の
ま
〉
で
開
板
し
た
も
の
か
の
問
題
が

あ
る
。
た
と
え
ば
〔
一
〕
「
序
」
の
「
荷
数
済
苦
悩
群
蔚
」
に
つ
い
て
み

る
に
、
右
に
「
ヒ
ト
シ
ク
、
ク
サ
イ
シ
、
ノ
、
ヲ
」
の
讃
伎
名
が
あ
り
、

左
に
「
タ
ス
ク
反
、
ス
ク
フ
反
」
の
訓
が
あ
り
、
ま
た
つ
一
〕
「
数
文
類

」
の
「
獲
徳
員
珂
也
」
の
「
徳
」
の
字
に
「
詮
ヲ
」
と
い
う
枚
異
が
あ
り

〔
三
〕
「
捷
径
」
に
「
セ
チ
ケ
イ
ナ
リ
」
の
讃
仮
名
、
「
ト
シ
、
ス
グ
ヂ

ナ
リ
」
の
訓
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
専
信
手
潟
本
の
讃
仮
名
、
訓

と
一
致
し
、
ま
た
「
謹
ヲ
」
と
あ
る
手
烏
本
に
よ
っ
て
校
誌
を
施
し
た
こ

と
が
剣
る
。
原
版
本
に
は
「
徳
」
で
あ
っ
た
か
ら
「
徳
」
と
う
つ
し
な
が

ら
、
校
岡
県
に
よ
っ
て
「
詫
ヲ
」
と
傍
書
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
原
版
文
の
本
文
の
底
本
に
使
わ
れ
た
も
の
は
、
「
徳
」

と
あ
る
一
本
（
散
逸
本
と
務
す
る
、
間
以
海
・
忍
阿
・
数
忍
符
停
の
一
員
筆

本
）
で
あ
っ
た
か
と
お
も
え
る
。

次
後
に
掲
げ
る
一
本
の
加
貼
を
み
る
と
、
「
内
救
済
苦
悩
阿
群
蔚
」
に
讃

仮
名
も
な
く
訓
も
な
く
、
ま
た
「
獲
徳
真
理
也
」
と
ゐ
り
、
「
捷
径
」
に

も
同
様
両
方
と
も
な
い
と
こ
ろ
な
と
、
「
散
逸
本
」
と
相
泊
っ
て
お
る
。

三
一
）
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
〔
江
戸
時
代
写
本
〕
八
冊

本
書
も
、
次
前
の
も
の
と
同
時
に
務
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
し

く
八
岡
山
本
で
あ
る
が
、
氏
本
と
な
っ
た
版
本
が
、
す
で
に
八
附
本
に
な
っ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
葉
六
行
、
一
行
十
七
／
μ
の
州
市
で
書
官
付
さ
れ
、

返
貼
迭
仮
名
の
つ
い
て
い
る
外
、
朱
の
書
入
も
多
い
。
「
数
文
類
」
の
尾

題
の
下
に
「
高
旧
専
修
寺
」
の
五
字
が
符
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
底
本



に
、
中
興
員
慧
上
人
時
代
、
下
野
か
ら
一
身
閃
に
法
費
物
を
移
管
さ
れ
る

と
き
、
他
の
す
べ
て
と
共
に
附
加
さ
れ
た
墨
印
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
話
る
も

の
と
み
ら
れ
る
。
本
詳
の
筆
者
に
つ
い
て
は
、
「
行
文
類
」
乃
至
「
員
側

土
文
類
」
ま
で
の
五
冊
は
同
筆
で
あ
り
、
随
所
の
奥
一
書
に
よ
っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

門
信
文
相
訓
〕
時
慶
長
第
五
龍
集
庚
子
初
春
中
旬
八
日
、
本
寺
依
常
門
跡

発
異
様
等
命
、
不
顧
老
準
拙
書
之
汗
顔
々
々
、
信
換
院
慶
忍
七
十
歳

〔
詮
文
類
〕
御
本
寺
依
常
門
跡
様
写
命
、
拭
老
限
書
之
、
慶
長
第
五
聖

暦
議
集
庚
子
林
鎗
廿
八
日
、
信
集
院
七
十
歳

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
慶
長
五
年
ご
六

O
O）
第
十
一
一
企
世
発
同
県
上
人
の
命

に
よ
っ
て
、
首
時
七
十
歳
の
援
忍
が
書
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

「
穎
湾
土
民
賓
数
行
詮
交
類
」
六
末
の
尾
題
に
つ
い
で
、
室
町
時
代
潟
本

の
容
尾
に
移
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
様
の
欧
文
が
書
寓
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
等
し
く
版
本
を
氏
本
と
し
て
う
つ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
一
数
文
類
」
と
「
化
身
土
交
類
」
の
表
紙
見
返
し

に
「
惣
外
題
ト
比
数
／
容
ト
化
身
土
二
審
ハ
霧
秀
上
人
御
筆
也
」
と
あ
る

秀
秀
上
人
は
発
真
上
人
の
嫡
子
で
夫
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
誕
生
、
慶

長
五
年
三
六

O
O）
の
執
筆
と
す
れ
ば
十
九
歳
の
と
き
で
あ
る
。
師
父

の
命
を
う
け
て
者
局
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
外
題
に
は
、
「
穎
序
土
真

貫
教
一
」
お
な
じ
く
五
字
を
冠
し
て
、
「
行
一
こ
・
「
信
本
」
・
「
信
文

類
三
末
」
・
「
設
四
」
と
あ
り
、
つ
い
で
「
頼
回
付
土
真
偽
土
五
」
・
「
額

四
伊
土
方
便
化
身
本
」
・
「
額
四
印
土
方
便
身
末
」
と
あ
る
。
初
一
冊
と
後
二

冊
を
、
後
の
日
の
考
秀
上
人
が
書
潟
さ
れ
た
も
の
で
み
る
。
本
書
の
加
貼

実

報

を
み
る
に
、
前
書
の
同
例
を
と
る
と
、
〔
一
U

に
は
、
返
駄
と
迭
校
名

「
シ
、
ヲ
」
だ
け
し
か
な
い
。
ま
た
〔
ニ
〕
に
は
、
校
異
が
な
く
〔
ゴ
一
〕

に
は
讃
仮
名
訓
が
な
く
、
「
ナ
リ
」
の
法
仮
名
だ
け
が
あ
る
。
そ
の
勲
、

掛
川
逸
本
の
方
に
近
い
加
駄
の
よ
う
に
み
え
る
。
開
い
放
の
と
き
の
氏
本
に
あ

っ
た
字
が
「
徳
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
同
字
岡
山
抽
出
の
「
恵
イ
」

と
い
う
校
異
が
施
さ
れ
て
い
る
。
人
士
健
的
な
封
校
を
み
な
け
れ
ば
、
問
中
計

に
論
断
は
で
き
な
い
が
、
推
察
を
ゆ
る
き
れ
る
な
ら
ば
、
「
散
逸
本
」
ま

た
は
そ
の
系
統
の
口
県
本
を
底
本
と
し
、
白
交
の
「
数
行
設
」
が
、
正
膝
四

年
（
一
二
九
一
）
の
五
月
か
ら
八
月
に
わ
た
っ
て
開
板
さ
れ
、
そ
の
一
本

が
高
田
か
ら
一
身
旧
に
移
さ
れ
、
室
町
時
代
に
も
江
戸
時
代
に
も
、
そ
の

版
本
に
よ
っ
て
書
勾
が
行
わ
れ
、
前
者
は
専
一
一
十
山
手
潟
本
に
よ
り
、
後
者
は

散
逸
本
に
よ
っ
て
加
貼
が
移
さ
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
こ
と
は
無
理
で

あ
ろ
う
か
。
旦
ら
く
絞
ず
る
ま
、
に
、
所
十
仔
を
誌
し
て
お
く
。

〔
四
〕
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
六
末
〔
写
本
〕

一
川
川

本
書
は
零
本
で
、
八
冊
本
の
内
の
一
間
と
み
え
る
Q

半
葉
八
行
の
書
寓

が
あ
り
、
縦
九
寸
八
分
横
六
寸
九
分
の
袋
終
で
あ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は

未
詳
、
後
日
の
検
尋
に
侠
つ
。

異
例
上
人
麗
筆
の
部

〔
五
〕
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
〔
鎌
倉
時
代
写
本
〕

一
冊

本
書
は
、
関
山
親
驚
聖
人
撰
述
の
「
県
太
子
聖
徳
ポ
讃
」
を
書
潟
し
た

四



実

報

も
の
で
あ
る
。
土
人
の
員
筆
で
あ
る
。
聖
人
に
先
だ
ち
、
正
嘉
二
年
（
一

二
五
八
）
三
月
八
日
五
十
歳
で
な
く
な
ら
れ
た
異
悌
土
人
の
真
筆
で
あ
る

か
ら
、
聖
人
の
在
世
中
見
潟
を
ゆ
る
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
本
書

の
成
立
は
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
の
十
一
月
三
十
日
と
い
う
こ
と
が

奥
書
で
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
随
っ
て
、
上
人
の
見
寓
は
、
お
そ
ら
く
は
、

そ
の
懇
年
土
洛
（
「
一
一
一
河
念
悌
相
承
日
記
」
参
照
）
の
と
き
で
あ
っ
た
か

と
も
思
え
る
。
聖
人
自
筆
本
が
分
散
し
、
そ
の
断
簡
が
数
ケ
所
に
の
乙
っ

て
い
る
今
日
と
し
て
は
、
室
間
潟
の
完
本
と
し
て
、
最
も
古
い
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。
「
日
本
闘
蹄
命
聖
徳
太
子
、
悌
法
弘
興
ノ
恩
フ
カ
シ
、
有
情
救

済
ノ
慈
悲
ヒ
ロ
シ
、
奉
讃
不
退
ナ
ラ
シ
メ
ヨ
」
を
初
と
す
る
七
十
五
首
を

牧
め
て
い
る
。
外
題
の
禿
下
部
に
「
懇
異
悌
」
と
田
有
名
し
で
あ
る
。
巻
尾

に
題
品
調
が
貼
付
し
て
あ
る
の
は
、
も
と
外
表
紙
に
あ
っ
た
上
人
質
筆
の
も

の
を
、
後
、
そ
こ
に
移
し
、
筆
跡
を
骨
守
重
し
て
保
存
す
る
た
め
と
お
も
え

る
。
別
に
侍
来
す
る
穎
智
上
人
手
寓
本
に
圏
授
が
移
さ
れ
て
あ
る
の
に
く

ら
べ
て
る
と
、
本
書
に
は
、
原
本
に
あ
っ
た
と
お
も
え
る
圏
授
が
、
移
し

と
ら
れ
て
い
な
い
。
鳥
の
子
を
使
い
、
一
枚
の
右
左
に
一
品
目
。
つ
＼
を
う
っ

し
、
縦
九
寸
四
分
横
六
寸
六
分
で
袋
綴
に
な
っ
て
い
る
。

〔
七
〕
経
釈
文
問
来
日
〔
鎌
倉
時
代
写
本
〕

一
冊

木
舎
は
、
上
人
が
恩
師
問
主
人
の
膝
下
に
あ
っ
て
、
親
し
く
経
す
、
穏
交
の

加
貼
伐
志
等
其
他
に
つ
い
て
閉
山
首
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
界
は

二
十
五
市
引
に
わ
た
っ
て
い
る
。
次
に
列
記
す
る
も
の
の
う
ち
、
ゴ
シ
ッ
ク

澱
の
数
字
は
、
そ
の
項
目
順
位
を
一
示
す
も
の
と
す
る
。
便
宜
上
「
大
正
新

四

修
大
蔵
経
」
所
収
順
に
集
め
て
み
る
と
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
「
蔵
」

の
下
の
数
字
は
、
上
は
容
数
、
下
は
頁
敷
を
一
示
す
こ
と
と
す
る
。
原
文

の
、
「
み
あ
た
ら
な
い
」
の
が
あ
る
。
ま
た
、
別
の
箇
所
で
、
そ
の
交
の

み
あ
た
っ
た
も
の
は
、
そ
れ
を
附
記
し
て
お
く
。

－
業
報
差
別
終
言
二
三
）
「
悌
尽
首
迦
長
者
説
業
報
左
別
経
」
（
毅

一
）
み
あ
た
ら
な
い
。
「
阿
禰
陀
経
過
賛
疏
」
中
（
減
三
七
品
一
一
一
四
）
に

あ
る
。
・
法
句
警
喰
経
言
（
一
五
）
（
戯
四
）
み
あ
た
ら
な
い
。
・
大

品
経
一
言
（
一
一
）
「
懸
詞
般
若
波
羅
蜜
経
」
一
（
蔵
八
｜
一
一
一
七
）

「
大
智
度
論
」
五
（
二
五
｜
九
八
）
0

．
法
華
経
一
一
パ
（
八
・
ニ
ニ
・
二
三
・

二
四
・
二
五
）
「
妙
法
蓮
華
経
」
二
・
二
・
問
・
四
・
六
（
蔵
九
｜
一

五
・
一
一
・
一
三
五
・
三
七
・
五
四
）
。
輩
出
限
経
一
言
（
八
・
一
二
）
「
大

方
廃
悌
華
殿
経
」
一
四
・
六

O
（
蔵
一

O

七
二
。
九
｜
七
八
八
）
0

．

大
経
一
百
（
九
）
「
併
説
無
遺
書
経
」
下
（
毅
一
一
一
一
一
七
六
）
0

・
卒

等
質
経
言
（
二
一
）
（
戴
一
二
）
み
あ
た
ら
な
い
。
逸
本
の
自
延
津
「
悌

説
無
量
清
河
平
等
質
経
」
の
交
敗
。
＠
日
付
繋
経
一
言
（
七
・
一

O
）

「

大

般
泥
繋
経
」
二

0
・
一
三
二
（
毅
一
一
一
I
l
内
八
五
・
七
二
八
）
。
－
蓮
華
面

綴
言
（
一
）
（
殿
一
一
一

l
一
O
七一一）
0

・
籾
悌
三
昧
経
言
（
二

O
）

「
翻
悌
一
一
一
昧
海
経
」
（
毅
一
五
）
み
あ
た
ら
な
い
。
阿
川
興
師
一
日
（
四
）

「
無
量
脊
終
述
義
述
受
賞
」
下
（
蔵
一
二
七
ー
一
六
九
）
。
－
持
導
法
事
讃

云
（
二
）
「
樽
終
行
道
願
往
生
汗
ト
し
法
事
讃
」
下
（
職
四
七

l
四一二

五
）
。
・
親
驚
烈
人
円
数
行
詩
一
J
d
E乙
「
問
削
押
印
士
同
県
桝
司
教
行
殺
交

類
」
（
戴
八
三

l
五
九
七
）
。
・
間
世
汗
持
薩
往
生
浮
土
木
線
終
言
二

八
・
一
九
）
（
縞
鶏
経
八
七
｜
二
九

O
）
・
諸
経
一
d

二

四

）

類

交



「
大
般
犯
集
約
一
二
（
蛾
一
一
一

l
六
一
－
一
）
。
－
同
依
供
仰
凶
首
領
（
五
）

本
介
入
「
大
般
但
繋
制
約
」
六
（
戯
一
一
一
l
l
ム
ペ
－
七
）
Q

－
燐
法
門
論
文
こ

六
）
。
－
親
鰭
夢
記
一
ぷ
こ
七
）
。

本
書
の
最
後
、
第
二
十
五
以
は
「
法
睦
抑
制
」
の
「
薬
王
並
口
部
院
本
事
品
」

の
文
で
あ
る
が
、
「
如
来
滅
後
後
五
百
歳
巾
、
活
有
女
人
、
聞
是
経
典
如

説
修
行
、
於
此
命
移
、
卸
往
安
酬
明
世
界
阿
繍
陀
仰
」
の
一
一
一
十
五
字
が
内
文

の
ま
〉
で
あ
る
。
女
人
成
抽
仰
を
と
く
め
ず
ら
し
い
文
と
し
て
、
ひ
き
つ
Y

き
「
大
窓
口
薩
衆
閣
僚
住
慮
、
生
蓮
車
中
賓
康
之
上
」
の
十
六
字
が
う
つ
さ

れ
ね
な
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
途
で
筆
を
と
め
、
ま

た
こ
の
項
に
か
ぎ
っ
て
加
熱
が
移
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
、
〉
に
半
端
の
白
文

を
み
る
こ
と
は
、
強
定
す
る
辞
去
の
時
刻
の
切
迫
す
る
瞬
間
ま
で
、
筆
を

は
ζ

ば
れ
つ
、
三
恩
師
の
膝
下
を
は
な
れ
か
ね
て
い
た
、
岡
県
悌
上
人
の
容

姿
が
み
え
る
よ
う
な
心
地
す
る
の
は
、
幻
惣
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
は
「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」
に
ひ
き
つ
ず
い
て
の
書
符
と
も
う
か
ヨ
い

た
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
二
十
五
項
の
う
ち
（
一
一
一
）
（
一
五
）
（
一
七
）
の
三
項
は
、
そ

れ
ん
＼
書
中
か
ら
ぬ
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
七
〕
華
厳
経
言
〔
「
経
釈
文
閉
ま
H

」
」
第
十
二
項
〕

一
巻

ζ

の
一
文
は
、
「
華
厳
経
」
新
諜
容
第
十
四
の
「
賢
首
品
第
十
二
之
一
」

（
麟
一

O
l七
一
一
）
に
あ
る
。
「
数
行
諮
」
の
「
信
文
類
」
（
高
岡
山
蔵

版
け
二
丁
左
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
文
殊
的
利
害
薩
の
諸
問
に
こ
た
え

悌
道
修
行
の
す
ぐ
れ
た
功
徳
を
、
旧
四
頒
を
以
て
演
暢
す
る
う
ち
の
一
一
頒
で

実

報

「
信
」
は
、
塑
人
の
信
念
の
中
核
で
あ
る
。
他
力
川
向
の
似
品
以
は

ね
で
あ
り
、
報
恩
謝
徳
の
法
調
は
伝
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
信
を
「
道
一
応

功
徳
川
巴
と
紹
讃
す
る
、
こ
の
終
交
を
抄
出
し
て
、
訓
軌
を
施
し
、
白
替

の
将
義
を
加
え
た
も
の
を
、
同
呉
川
仰
上
人
に
見
抑
制
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
と
お

も
え
る
。
聖
人
は
、
こ
の
小
Hm
の
向
山
川
を
念
ぜ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
リ
占
守

修
与
に
滅
す
る
「
骨
抜
同
県
像
銘
交
仁
一
塑
人
自
筆
本
の
谷
尾
に
、
別
濯
で
う

つ
さ
れ
て
い
る
一
一
一
交
の
随
一
が
こ
れ
で
あ
る
。
ま
た
リ
利
典
ご
」
全
日
合
本
一

（
伊
必
義
賢
民
編
）
に
枚
め
る
「
時
叩
，
仁
三
官
一
類
家
紗
」
統
一
廃
二
年
者
向
本

（
別
に
曲
以
叩
刷
版
が
あ
る
）
の
谷
尾
に
も
、
同
じ
三
交
が
う
っ
し
と
ら
れ
て

い
る
。
「
部
十
殿
終
言
」
の
一
瓜
は
、
い
ま
谷
子
本
に
な
っ
て
い
る
が
、

『
経
緯
文
聞
書
い
巾
の
附
簿
一
に
「
コ
、
ノ
所
壱
枚
半
、
事
出
版
経
式
ト
巾
供

御
交
一
．
づ
け
／
外
題
、
ぶ
都
御
開
帳
ニ
一
付
文
キ
ト
リ
、
ザ
イ
ヒ
ョ
ウ
ゲ
ニ
中
ツ

ク
ル
也
、
一
元
文
三
年
四
月
し
と
あ
る
。

あ

心〔
八
〕
法
句
警
除
料
言
〔
『
経
釈
す
〈
聞
書
』
第
十
五
項
〕

次
前
の
一
項
と
同
様
に
ぬ
き
だ
さ
れ
た
も
の
で
、
時
世
の
附
也
君
に
「
ゴ
、

ニ
ア
ル
御
文
学
枚
、
法
旬
母
国
喰
経
一
古
川
卜
、
問
旬
／
文
也
、
京
都
御
開
帳

ニ
付
キ
ヌ
キ
ト
リ
、
グ
イ
ヒ
ョ
ウ
グ
申
付
ル
ナ
リ
、
元
文
三
年
同
月
」
一
と

あ
る
。
『
法
句
警
験
終
」
（
臓
四
）
に
、
こ
の
交
が
見
仲
間
ら
な
い
の
は
、

見
る
も
の
の
粗
漏
で
あ
ろ
う
か
。
原
文
の
所
在
に
つ
い
て
、
な
お
検
尋
し

か
ね
て
い
る
。
無
常
の
世
間
法
に
迷
惑
せ
ず
、
山
市
伐
の
山
世
間
法
を
愛
帰
朝

す
る
こ
と
を
設
い
た
も
の
、
病
－
老
・
死
・
別
離
の
か
な
し
み
が
、
健
康

・
精
力
・
生
・
曾
合
の
よ
ろ
こ
び
と
相
封
し
て
、
必
然
に
到
来
す
る
の
が

四



童書

報

世
間
の
常
法
で
あ
る
こ
と
を
、
教
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
梓
」

お
と
ろ
う
）
字
に
「
ク
ダ
ク
」
（
砕
、
サ
イ
〉
の
訓
の
つ
け
て
あ
る
の
は

侍
潟
の
途
次
、
あ
や
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
ス
ヰ

〔
九
〕
親
驚
夢
記
一
五
〔
『
経
釈
文
聞
書
』
第
十
七
項
〕

軸

六
角
堂
夢
想
は
、
組
侍
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
後
人
の
伎
作
に
過
ぎ
な
い

も
の
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
た
。
然
る
に
、
『
経
稗
文
問
書
』
に
「
親
驚

夢
記
一
ぶ
」
の
一
一
以
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ぞ
れ
は
考
え
な
お
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
と
な
っ
た
。
真
偽
ヒ
人
は
、
恩
師
聖
人
に
先
だ
ち
、
正
嘉
二

年
（
一
二
五
八
V

三
月
八
日
、
五
十
歳
で
往
生
さ
れ
た
。
そ
の
問
書
せ
ら

れ
た
も
の
に
あ
る
、
そ
の
一
項
に
よ
っ
て
、
聖
人
の
手
詳
に
「
担
割
驚
夢

記
」
の
仔
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
書
中
た
Y
ひ
と
つ
の

聖
人
の
市
民
侍
に
闘
す
る
文
献
で
あ
る
。
有
情
と
い
う
諮
が
使
わ
れ
て
い
る

か
ら
、
侍
授
の
行
わ
れ
た
の
は
、
塑
人
の
晩
年
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ

る
。
じ
百
年
来
専
修
十
す
に
侍
わ
る
も
の
で
、
組
出
時
を
彩
る
夢
想
が
、
文
献

と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
よ
り
で
あ
る
。
事
一
人
員
築
の
↑
掲
げ
肉

交
一
と
共
に
、
在
家
の
す
が
た
「
食
内
情
妥
」
の
う
ち
に
ち
、
ふ
か
い
つ

、
し
み
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
物
訴
る
も
の
で
あ
る
。
附
等
に
「
照

人
六
角
蛍
御
夢
組
之
記
、
此
所
ニ
有
之
、
信
枚
中
十
也
、
依
仰
放
出
シ
御
掛

物
ニ
被
仰
付
也
、
享
保
十
四
己
凶
作
五
月
打
開
日
」
と
あ
る
。
（
昭
和
三

十
二
年
五
月
十
三
日
光
雲
書
堂
に
て
民
桑
完
明
裕
）

（
理
事
禽
）

一
四
四

五
月
廿
五
日
午
后
一
時
よ
り
大
谷
大
撃
禽
議
室
で
周
一
事
舎
が
弱
か
れ
た

と
の
舎
合
で
は
、
さ
き
に
催
さ
れ
た
第
四
回
大
舎
に
就
て
の
後
始
末
と
し

て
次
の
如
き
こ
と
が
議
せ
ら
れ
た
。

①
第
四
回
大
曾
曾
計
報
告

卒
松
委
員
よ
り
、
別
記
の
通
り
の
報
告
が
あ
っ
た
。
第
四
間
大
舎
開
催

に
先
き
だ
っ
て
、
今
後
な
る
べ
く
大
合
同
々
場
を
引
き
受
け
て
頂
い
た
本

山
に
経
済
的
負
携
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
に
と
申
合
わ
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
寅
際
に
運
倍
し
て
み
る
と
、
相
皆
の
負
備
を
お
か
げ
巾
し

た
結
果
と
な
り
、
高
岡
本
山
に
封
し
て
、
委
員
一
同
恐
縮
の
怠
を
の
べ

る
と
と
も
に
、
心
よ
く
援
助
し
て
下
さ
れ
た
御
好
意
に
到
し
て
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
た
。

命
第
四
間
大
禽
に
就
て
の
反
省
と
、
次
伺
の
大
曾
に
闘
す
る
案
件

ィ
、
大
曾
参
加
費
の
件
、
卒
松
委
員
よ
り
今
度
は
卯
一
一
事
舎
の
協
議
に
も

と
づ
い
て
正
舎
費
と
臨
時
合
同
員
と
を
別
に
扱
っ
た
が
、

ζ
れ
は
事
務
上

紙
め
て
繁
雑
且
つ
不
便
で
あ
っ
た
由
の
報
告
が
あ
り
、
こ
の
貼
に
就
い

て
再
考
が
市
ム
目
さ
れ
た
。

口
、
シ
ン
ポ
ジ
マ
一

l
ム
は
政
相
以
上
の
成
功
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら

た
の
で
、
次
聞
に
も
催
す
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
同
時
に
、
大
舎
の
期

日
も
期
日
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
議
さ
れ
た
。
尚
二
日
間
に

し
た
場
合
、
特
別
講
演
舎
を
開
い
た
ら
ど
う
か
と
い
う
護
案
も
山
川
た
。

講
演
舎
の
性
格
、
及
び
そ
の
時
間
刻
な
ど
に
就
て
、
今
後
研
究
す
る
こ

と
が
申
合
さ
れ
た
。

市
川
各
派
よ
り
寄
附
金
を
民
く
こ
と
に
就
て
の
件
、



従
来
、
東
両
両
本
願
寺
と
局
旧
派
の
三
派
だ
け
か
ら
寄
附
金
を
頂
戴
し

て
い
た
が
、
真
宗
各
派
迎
合
の
名
寅
に
相
態
し
い
態
勢
と
し
て
、
各
派

よ
り
遁
常
に
寄
附
を
仰
ぐ
巡
動
を
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。

川
町
異
宗
研
究
（
機
関
必
）
の
編
帽
の
打
、

先
年
泊
り
、
火
山
内
派
閥
係
の
委
員
に
一
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
会
計
報
告
）

（
昭
和
川
一
年
七
月
一
二
卜
一
日
真
宗
研
究
第
二
樹
務
表
：
：
：
以
降
）

O
W入
の
滞

叫
牒
山
越
金
（
員
宗
研
究
明
山
二
制
に
務
表
さ
れ
J

／
た
じ
H
月
川
川
一
日
現
在
の
残
金
＼

命
同
費
員
宗
研
究
頒
布
費

寄
附
金（内
隷
）

本
願
レ
守
派
本
山

大
谷
派
本
山

合
計

。
支
出
の
部

真
宗
研
究
（
第
二
輯
）
印
刷
代

凶
呉
市
市
研
究
（
第
二
輯
）
護
法
費

通
信
費

曾
議
費

交
通
費

策

持i

一
四
六
、
六
一
二
闘

じ

て

五

O
O魁

八

O
O踊

一0
0、
0
0
0国

五

O
、
0
0
0園

五
O
、
0
0
0闘

一
三
八
、
九
一
二
何
回

じ
五
、

O
五

O
闘

九
、
二
五

O
圏

八
、
一

O
凶
嗣

二
二
、
五
六

O
国

一
一
、
七
五

O
闘

謝
胡
刷
費

第
四
回
大
命
同
案
内
股
及
び

H
M
E

研
究
費
表
要
綱

E
H
m
f

チ

1
ブ
レ
コ
ー
ド
の
子

1
7
代

か
人
川
町
只

メ
f
i
u

ぷ
引
残
金第

四
回
真
宗
連
合
学
会
大
会
会
計
報
告

。
収
入
の
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懇
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潟
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瓜
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給

解

説

〕

頼
回
伊
土
異
質
敬
行
謹
文
類
序
解
説

専
信
房
専
海
筆
手
潟
本
専
修
寺
蔵

関
山
親
驚
聖
人
は
、
九
卜
歳
の
長
寄
を
保
た
れ
、
特
に
晩
年
は
、

専
ら
撲
述
に
精
進
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
主
著
と
目
さ
れ
る
も
の
は

『
顧
序
土
翼
賛
数
行
指
文
類
」
で
あ
る
。
国
具
帥
附
・
額
制
官
岡
上
人
は
、

「
数
行
詮
』
の
略
割
問
を
使
わ
れ
た
か
ら
、
い
ま
も
そ
れ
に
習
う
。
他

の
多
く
の
撰
述
に
は
奥
書
が
あ
り
、
年
時
・
年
齢
の
明
記
さ
れ
て
い

る
の
を
例
と
す
る
が
、
「
数
行
設
」
に
は
、
奥
書
が
無
い
。
奥
書
が

無
い
と
い
う
こ
と
は
、
未
完
稿
本
を
怠
味
す
る
と
も
い
わ
れ
る
。
従

来
、
本
書
の
国
民
述
年
時
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
異
設
が
あ
り
、
童
問
中

に
み
え
る
「
元
仁
元
年
」
（
一
一
一
一
一
四
）
を
中
心
と
し
て
、
闘
東
時

代
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
越
後
時
代
の
起
稿
、
或
は
関
東
時
代
か
ら
お

く
れ
て
鏑
洛
後
の
撰
述
と
み
る
設
が
あ
る
。
ま
た
、
存
費
の
「
六
要

紗
』
に
、
「
此
書
大
概
類
探
之
後
上
人
不
幾
蹄
寂
之
間
不
及
再
治
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
き
わ
め
て
晩
年
の
も
の
と
い
う
見
方
も
行
わ
れ

て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
「
一
克
仁
元
年
」
の
文
字
は
、
注
意
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

現
存
す
る
、
種
々
の
文
献
に
よ
る
と
、
「
数
行
設
」
に
は
、
た
え

ず
加
筆
が
施
さ
れ
、
主
著
と
目
さ
れ
る
殺
の
撰
述
だ
け
あ
っ
て
、
そ

の
推
敵
は
、
起
稿
以
来
、
お
そ
ら
く
晩
年
ま
で
っ
す
け
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
聖
人
の
、
本
書
に
注
が
れ
た
熱
意
の
程
が
し
の
ば
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
主
義
と
し
て
遺
す
た
め
、
完
封
間
本
と
し
て
み
ず
か
ら
認

め
る
ま
で
に
い
た
ら
な
い
で
お
わ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一

般
大
衆
の
た
め
の
「
文
意
」
・
「
和
讃
」
の
類
と
は
異
り
、
全
篇
漢

文
を
以
て
し
、
普
及
性
を
帯
ん
だ
も
の
で
は
な
い
が
、
た
と
い
奥
書

を
付
け
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
く
て
も
、
一
懸
の
稿
了
の
も
の
と

し
て
、
特
に
見
潟
を
ゆ
る
さ
れ
た
事
賓
が
、
二
凹
み
と
め
ら
れ
る
。

曾
蓮
の
そ
れ
は
、
原
本
が
失
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
専
修
寺
に
蔵
す

る
も
の
は
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
従
来
、
聖
人
の
自
筆
稿
本
の
よ

う
に
い
わ
れ
て
い
た
が
、
文
献
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
は
も
と
「
以
彼

六
巻
草
本
潟
書
之
、
筆
附
専
信
之
、
建
長
七
歳
乙
卯
六
月
日
二
日
午

前
壁
書
之
」
と
い
う
奥
書
の
あ
っ
た
ζ

と
が
知
ら
れ
、
与
信
関
専
海

が
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
聖
人
八
卜
一
二
歳
の
と
き
に
、
見
’
勾
を
ゆ
る

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
聖
人
の
在
世

中
に
見
潟
を
ゆ
る
さ
れ
た
も
の
で
、
現
存
す
る
唯
一
の
聖
典
で
あ
る
。

坂
東
報
恩
寺
侍
来
の
草
稿
本
、
現
に
東
本
願
寺
に
歳
す
る
も
の
は
、

聖
人
の
自
筆
稿
本
と
し
て
唯
一
の
も
の
で
、
専
修
寺
蔵
の
い
辱
倍
予
見

本
は
、
そ
れ
に
つ
ぐ
貴
重
な
法
費
物
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ま
、
こ
の
破
璃
版
は
、
専
修
寺
蔵
『
数
行
殺
』
の
「
序
ん
の
は

じ
め
の
一
頁
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
官
同
町
一
専
修
尤
寸
」
の
墨
印

は
、
中
興
員
慧
上
人
の
と
き
、
下
野
の
高
田
か
ら
伊
勢
の
一
身
同
へ

法
質
物
を
移
す
に
際
し
て
、
そ
の
一
守
に
捺
さ
れ
た
も
の
と
お
も
わ

れ
る
。
用
紙
は
鳥
の
子
を
使
い
、
袋
却
慨
に
な
っ
て
い
る
、
溢
表
紙
の

前
表
紙
に
、
外
題
が
書
か
れ
て
い
る
。
六
冊
に
わ
か
れ
て
お
り
、
内

容
は
、
往
相
・
還
相
の
二
回
向
、
数
・
行
・
信
・
謹
の
四
法
に
わ
た

っ
て
、
団
印
土
真
宗
の
要
義
を
開
示
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
ま
ず
「
序
」

と
「
額
員
貫
教
ご
、
つ
い
で
「
穎
異
質
行
二
」
、
「
頼
異
質
信
三
」
、

「
綴
異
質
諮
問
」
、
「
頼
回
同
俳
土
五
」
、
「
穎
化
身
土
六
」
と
順
序
さ
れ

て
あ
る
。
本
書
の
四
筒
所
に
、
額
制
円
上
人
の
異
筆
で
‘
「
親
驚
御
入

滅
、
弘
長
二
歳
壬
成
十
一
月
廿
八
日
午
時
、
御
年
九
十
歳
也
、
同
日

九
日
午
時
、
遠
江
閥
池
田
住
僧
専
信
、
下
野
園
高
間
住
僧
穎
智
、
御

舎
利
蔵
翠
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。
専
信
手
潟
本
は
、
ひ
き
つ
づ
き

穎
智
上
人
に
よ
っ
て
侍
持
さ
れ
た
よ
う
に
も
お
も
え
る
。
し
か
し
上

人
の
所
資
本
で
、
そ
れ
と
は
別
の
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
土
人
の
手
記
「
聞
書
」
・
『
抄
出
』
に
収
録
さ
れ
た
「
数
行

設
」
抄
出
の
文
と
専
信
手
潟
本
の
閣
に
は
、
文
字
な
り
加
貼
な
り
の

上
に
、
異
同
が
あ
る
貼
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
、
〉
に
真
宗
連
合
事
世
間
第
四
回
大
曾
記
念
と
し
て
、
専
修
寺
蔵

「
数
行
設
』
専
信
手
官
同
本
巻
頭
の
「
穎
岨
印
土
真
貫
教
行
澄
交
類
序
」

一
葉
を
原
寸
大
に
複
製
し
、
曾
員
に
頒
っ
た
も
の
で
あ
る
。

凶
七




